
群馬県立太田東高等学校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和３年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策ケート等 ケート等

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を行 ①進学重視型の単位制の学校として、習 ①「新しい学びのための授業改善事 友人どうしの学びあいの関係は構築でき 昨年同様コロナ禍の授業では、
づくりに努めて っていますか。 熟度別･少人数制の授業形態や、自らの 業」を活用し、幅広い学力を付けさせ つつある。コロナ禍においては、十分な感 話し合いや討論等がやりにくい状
いますか。 考えを深めたり、周りと意見交換し合った る授業の実践を行うとともに、５５分授 Ｂ Ｂ 染対策を行ったうえで、話し合いや意見交 Ｂ Ｂ 況が続いている。感染対策を確実

りする授業内容に満足している生徒が７０ 業を活かし、授業内での言語活動の 換を積極的に取り入れ、イノベーションリー に行い、言語活動や対話的活動の
％以上いる。 充実を図る。 ダーを中心にさらなる授業改善に努める。 充実を図る。

②「みらい学」を中心としたEAST Project ②生徒の進路意識向上や学習への コロナ禍ではあるが、可能な限り充 医療系希望者対象の説明会を今年
に主体的に取り組む生徒が、７０％以上 動機付けとなるよう、探究活動を工夫 Ｂ Ｂ 実した探究活動を実施することに加え、 Ｂ Ｂ 度より多く計画し、生徒が主体的に
いる。 して行わせる。 他の進路行事で補填していく。 参加する場を多めに設定する。

③自分の学校が好きだと感じている生徒 ③授業を充実させるとともに、特別活 Ｂ Ｂ 充実した学校生活を送れるよう授業 授業や学校行事ばかりでなく、
が、7０％以上いる。 動や部活動などの活性化を図る。 及び学校行事の充実を図る。 Ｂ Ｂ 友人との関係の中も充実感を味わ

えるような工夫をしていく。

Ⅱ 生徒の意欲的 ２ 生徒の実態に応じた指 ⑤生徒が「主体的」に取り組む授業の工 ⑤言語活動を充実させ、「主体的・対 話をするばかりが言語活動ではない。cla Classroom等の機能を活用し、
な学習活動につ 導を行っていますか。 夫が行われ、授業に「主体的に取り組む 話的で深い学び」の視点に立った授 Ｂ Ｂ ssroomの機能を活用し、話すことが苦手な Ｂ Ｂ 「書く」ことによるアウトプット
いて適切な指導 ことができた」と答える生徒が、７０％以上 業展開を行う。 生徒も積極的に、発信できる工夫を検討し の方法を工夫・検討する。
をしていますか。 いる。 ていく。

⑥自分のもつ力を発揮して、学習に意欲 ⑥習熟度別授業や少人数制授業の 授業で習得した知識や能力を活用しき 全ての学力層に対応するのは正直
的に取り組んでいる生徒が、７０％以上い よさを十分に生かすとともに全ての学 Ｂ Ｃ れていない。受験ばかりでなく生活の中で Ｂ Ｃ 無理である。スタディサプリ等の活
る。 力層の生徒に対応した授業を行う。 の活用を意識して指導を行う。 用も検討していく。
⑦進路目標に応じた学力を身に付けたと ⑦基礎基本の定着を図るとともに、適 授業への取組や学びあいの関係は向上 課題の出し方や課外授業等の実施

３ 生徒は確かな学力を身 自己評価している生徒が65％以上いる。 切な課題配布や課外授業によりそれ しつつあるが、家庭学習の定着度は下降し 方法や対象生徒について検討してい
に付けていますか。 らを活用できる指導を行う。 Ｂ Ｃ ている。進路目標と自分の学力を客観的に Ｂ Ｂ く必要がある。

分析する力を身に着けさせる。
⑧平日の学習時間が１時間３０分以上の ⑧進路講演会や二者面談等を行い、 探究活動や進路行事により進路目標 自主的に学習する姿勢を促すよう
生徒が、75％以上いる。 生徒に適切な目標をもたせ学習への Ｂ Ｃ を明確にさせ、自主的に学習する姿勢 Ｂ Ｂ なキャンペーンや進路行事を増やし

自覚をうながす。 を促す。 ていきたい。

Ⅲ 生徒の充実し ４ 組織的・継続的な指導 を ⑨登下校時、生徒が自転車事故に遇わない ⑨係職員と係生徒が中心となり、登下校 交通ルールの遵守や交通マナーの向 交通ルールの遵守や交通マナーの
た学校生活につ 行っていますか。 ために交通ルールを遵守させる。 時の交通指導や交通安全教室等を行う Ｂ Ｃ 上のために、定期的に係職員で登下 Ｂ Ｂ 向上のために、定期的に係職員を
いて適切な指導 とともに、全職員が積極的に指導に関 校時の交通指導を行う。 中心に登下校時の交通指導を行う。
をしていますか。 わる。

⑩清掃時、職員室清掃関係者以外は ⑩生徒とコミュニケーションをとり、積 家庭で清掃を行っている生徒は少な 清掃用具の管理・点検をこまめに
職員室から出て校内美化に努める。 極的に清掃に取り組む環境を作る。 Ｂ Ｂ く、清掃の方法について清掃監督か Ｂ Ｂ 行う。箒からモップへ用具の変更

らの適切な指示が有効となる。 を進める。

５ 学校はいじめの防止や ⑪ 「スマホ利用ルール」、「スローガン」、「S ⑪ いじめ早期発見に向け、生徒観察、 校内研修を実施し全教職員がよりア 校内研修を実施し全教職員がよりアン
早期発見に向けた取組を NSに頼らない人間関係づくり」を実行できて 校内巡視及び定期生活アンケート等を Ｂ Ｂ ンテナを高くし、生徒観察や状況把 Ｂ Ｂ テナを高くし、生徒観察や状況把握に
積極的に行っています いる生徒が７０％以上いる。 行う。また、生徒が悩み等を相談しやす 握に努め、情報共有を図る。生徒の 努め、情報共有を図る。生徒の相談に
か。 い環境作りに努める。 相談には、真摯に向き合い話を聴く。 は、真摯に向き合い話を聴く。

６ 生徒は健康で、規則正 ⑬家庭と連携を図りながら、生徒の怠慢によ ⑬遅刻者記入カードを活用し、遅刻常 担任の対応だけでなく、全教職員が 担任の対応だけでなく、全教職員
しい学校生活を送ってい る遅刻を減らし、１日の平均遅刻者が全生徒 習者には保護者と連携して、個別の指 Ｂ Ｂ 同一歩調で指導に当たる。 Ｂ Ｂ が同一歩調で指導に当たるととも
ますか。 の２％以下である。 導・支援を行う。 に、社会人としての資質について

の啓発を進める。
⑭自分の健康管理に気を遣って生活 ⑭「保健だより」で健康面を、「教育相 各種感染症の予防指導を含め生徒 生徒保健委員作成の保健だよりを
している生徒が80％以上居る。 談」や二者面談等で精神面を支え生 Ｂ Ｂ 自身が健康管理に関わる知識を活用 Ｂ Ｂ 発行し、生徒自身が考える材料を

徒の全般的な学校生活を支援する。 できるように働きかけを行う。 提供する。

Ⅳ 生徒の主体的 ７ 計画的な指導を行って ⑭担任と生徒の二者面談を年２回以上、 ⑭進路希望調査や模試結果などを 生徒に関する情報の資料化や認識共 生徒に関する情報の資料化や認識
な進路選択につ いますか。 保護者を加えた三者面談を年２回（１・２ 通して、生徒の進路希望・適性・学力 Ｂ Ｂ 有がやや遅くなる傾向があったので、 Ｂ Ａ 共有が年間を通じてしっかり取れた
いて適切な指導 年次は１回）効果的に実施する。 等を資料化し、認識を共有する。 もう少し早い段階で実施できるよう努 ので、次年度以降はスピードも意識
をしていますか。 力する。 したい。

生徒・保護者ともに80％近くが肯定 生徒・保護者ともに80％近くが肯
⑮進路に関わる情報提供に肯定的な印 ⑮進路通信の情報発信に加えて、年 的な印象を持っているが、希望者対象 定的な印象を持っているが、国公立
象をもつ生徒が80％以上いる。 次ごとの進路講演会や集会での連絡 Ｃ Ｂ の進路行事を増やすことでもう少し進 Ｂ Ａ 大学希望者対象の進路行事を増やし

を効果的に実施する。 路情報の発信に努めたい。 ていきたい。

８ 生徒は自らの進路について ⑯自己の在り方生き方を考え、主体的に ⑯キャリア教育に関する行事の際に、 キャリア行事に関わる行事についての キャリア行事に対する事後指導を
真剣に考え、その実現に向けて 進路を選択することができるように努力を 事前事後の指導を徹底するとともに Ｂ Ｃ 事前事後指導についてやや不足してい Ｂ Ｂ もっと強力に推し進める。
取り組んでい ますか。 している生徒が、75％以上いる。 その成果と課題を検証する。 るので、もう少し徹底したい。

Ⅴ 開かれた学校 ９ 家庭、地域社会に積極 ⑰家庭、地域社会が学校評価の「学校を ⑰学校説明会、オープンスクールな 新型コロナ感染症予防のため、広報活 学校説明会、オープンスクールを行
づくりに努めて 的に情報発信をしていま 開く努力」の項目に７５％以上が肯定す どを効果的に実施するとともに、積極 Ｂ Ｂ 動は制限されることが多かったが、感 Ｂ Ｂ うことができなかった。今後の感染状
いますか。 すか。 る。 的、計画的に広報活動を行う。 染状況を見極めながら数少ない機会を 況を見定めながら、職員による中学校

効果的に生かしていく。 訪問を行うなど、新しい方策を考える。
⑱学校案内、広報紙「みらい」の充実をす ⑱学校説明会等で学校案内、広報 オンライン学校説明会や「学校案内」 学校紹介や有益な情報提供が可能に
すめ、ホームページを定期的に更新す 紙を配布するなどして、本校の良さを Ｂ Ｂ の中学校への配布などによって、限定 Ｂ Ｂ なるように、より分かりやすい情報発
る。 伝え、理解と協力を得る。 的ではあるが、広報に努めた。 信になるようホームページの充実を図

りたい。

Ⅵ 教育のデジタ 10 ICTを活用した指導を ⑲ＩＣＴを活用した授業に、生徒の70 ⑲教員がＩＣＴを活用しやすいよ より生徒が満足できるよう、ＩＣＴの ＩＣＴを活用するだけでなく、分か
ル化に努めてい 行っていますか。 %以上が満足している。 うに環境整備に努め、利用にあた Ｂ Ａ 効果的な利用の情報などを職員に周知 Ａ Ａ りやすい授業ができるような技術や
ますか。 っての技術情報などを伝達する。 ・提供していく。 コンテンツを紹介する。

11 ICTを活用した業務改 ⑳ＩＣＴを活用した通知に、生徒の70 ⑳職員がＩＣＴを活用しやすいよ Ａ Ａ 職員がＩＣＴを活用した通知を便利 Ａ Ａ アプリやサービスの改良・変更点な
善を行っていますか。 %以上が満足している。 うに環境整備に努め、利用にあた に利用できるよう、各種サービスの活 どの技術情報をできるだけ早期に連

っての技術情報などを伝達する。 用方法を伝達する。 絡する。


